
Ⅳ　事業の概要

 １　上水道事業の概要
千葉県営水道は昭和９年に創設、昭和１１年に給水を開始して以来、県政の発展に合わせて

数次にわたる事業拡張を実施しながら、８０年以上にわたり市民生活や社会経済活動に欠かす

ことのできない水の供給に努めてきました。水道水の給水を行う水道部では１１市を給水区域として、県

内約３０９万人のお客様に安全でおいしい水を供給しています。なお、栗山浄水場は、令和６年３月のち

ば野菊の里浄水場第２期施設の給水開始に伴い、同浄水場で処理された水を送配水する給水場として新た

な役目を担っています。
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Ⅳ　事業の概要

ち ば 野 菊 の 里 浄 水 場

松戸市栗山478-1
敷地面積 125,012㎡
給水区域 松戸市、市川市、 船橋市の一部
取水場所 利根川水系江戸川
給水能力 246,000㎥/日
給水開始 平成19年10月

柏 井 浄 水 場

北 総 浄 水 場

福 増 浄 水 場

千葉市花見川区柏井町430
敷地面積 258,603㎡
給水区域 浦安市の全域と千葉市・市原市・船橋市・

市川市・習志野市の一部
取水場所 東側施設：利根川水系印旛沼

西側施設：利根川
給水能力 東側施設：170,000㎥/日

西側施設：360,000㎥/日
給水開始 昭和43年7月

印西市竜腹寺296
敷地面積 129,519㎡
給水区域 浦安市の全域と市川市・船橋市・習志野市・

白井市・印西市・成田市の一部
（千葉・成田ニュータウン）

取水場所 利根川
給水能力 126,700㎥/日
給水開始 昭和50年6月

市原市福増47
敷地面積 82,362㎡
給水区域 市原市・千葉市の一部
取水場所 養老川水系高滝ダム湖
給水能力 90,000㎥/日
給水開始 平成5年6月

※令和６年３月「ちば野菊の里浄水場（第２期）施設整備
事業」を完了。栗山浄水場から浄水機能を移転。
１期給水能力 60,000㎥/日に加え第２期事業にて給水
能力186,000㎥/日増加。
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給水人口 3,094 千人 給 水 量 千㎥/年
給水戸数 1,593 千戸 有効水量 千㎥/年
給水栓数 1,516 千栓 有 効 率 98.7 ％
普 及 率 96.5 ％ 有収水量 千㎥/年
導・送・配水管布設延長 9,329,912 ｍ 有 収 率 96.2 ％
施設能力 1,266,000 ㎥/日 一日平均給水量 864,986 ㎥

315,720
311,767

303,630

令和7年3月末時点a 



Ⅳ　事業の概要

 ２　工業用水道事業の概要

企業局の工業用水道事業は、昭和３９年に五井市原地区への給水開始以来、生産活動に

欠かせない工業用水の供給を行っています。

東京湾臨海部の工業地域を中心とした、7地区の事業により日量113万立方メートルと

全国でも有数の供給能力を有し、令和7年３月末現在、延べ２８4社の企業に工業用水を

供給しています。
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Ⅳ　事業の概要

給水能力 401,760㎥/日
給水開始 昭和42年3月（一部）
取水場所 鹿島川
水源 印旛沼開発

市川市南八幡 2-23-1

東 葛 ・ 葛 南 地 区 工 業 用 水 道 事 業

給水能力 111,200㎥/日
給水開始 昭和45年10月

（葛南地区：一部）
取水場所 江戸川
水源 利根川河口堰、

霞ケ浦導水、
北千葉導水事業及び
三郷放水路

南八幡浄水場

給水能力 206,000㎥/日
給水開始 昭和44年4月（一部）
取水場所 小糸川
水源 豊英ダム、郡ダム、

小糸川総合運用

人見浄水場

君津市人見 5-7-31

給水能力 120,000㎥/日
給水開始 昭和39年4月（一部）
取水場所 養老川
水源 山倉ダム

郡本浄水場

五 井 市 原 地 区 工 業 用 水 道 事 業

市原市北国分寺台 3-5-1

給水能力 172,800㎥/日
給水開始 昭和61年4月（一部）
取水場所 長柄ダム
水源 川治ダム、霞ケ浦開発

木 更 津 南 部 地 区 工 業 用 水 道 事 業

袖ケ浦浄水場

袖ケ浦市代宿 553-2

佐倉市角来 2222

千 葉 地 区 工 業 用 水 道 事 業

給水能力 121,200㎥/日
給水開始 昭和46年4月（全部）
取水場所 印旛沼
水源 利根川河口堰、

湯西川ダム
八ッ場ダム、印旛沼

※印旛沼浄水場はJFEスチール株式会社に運営委託をしています。

印旛沼浄水場

佐倉市臼井田 2212

北総地区工業用水道事業

給水能力 1,600㎥/日
給水開始 平成5年9月（全部）
水源 地下水

千葉県工業用水道事業一覧 (令和7年３月末現在）

地区事業名 給水区域 給水能力
（㎥/日）

給水対象
企業数

東葛・葛南
地区

市川市、船橋市、松戸市及び
習志野市の区域並びに千葉市
の一部の区域

111,200 104

千葉地区
千葉市、市原市及び袖ケ浦市
の地先の海面に造成された土地
の区域

121,200 26

五井市原
地区

市原市のうち、八幡海岸通及び
五井海岸通の区域 120,000 19

五井姉崎
地区

佐倉市の一部の区域並びに市原
市のうち、五井南海岸、千種海岸
及び姉崎海岸の区域並びに市原
市及び袖ケ浦市の地先の海面に
造成された土地の区域

401,760 41

房総臨海
地区

茂原市の区域並びに千葉市、
木更津市、佐倉市、市原市及
び袖ケ浦市の一部の区域

172,800 72

木更津南部
地区

木更津市並びに君津市及び
富津市の一部の地先の海面に
造成された土地の区域

206,000 17

北総地区 成田市並びに山武郡芝山町
及び横芝光町の一部の区域 1,600 5

1,134,560 284合計

五 井 姉 崎 地 区 工 業 用 水 道 事 業

佐倉浄水場

房 総 臨 海 地 区 工 業 用 水 事 業
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Ⅳ　事業の概要

 ３　造成土地管理事業の概要

本県では、半世紀以上にわたる土地関連事業を通じ、約14,000ヘクタールの土地を

造成し、臨海部を中心とした工業用地や数多くの内陸工業団地など産業基盤を整備すると

ともに、「職・住・学・遊」の複合機能を備えた幕張新都心や豊かな自然環境と住環境を

併せ持つ千葉ニュータウンなど特色ある街づくりに取り組んでまいりました。

土地造成整備事業の収束に伴い、造成土地管理事業では、令和7年３月末現在で保有する

未処分土地147ヘクタールの分譲を推進するとともに、幕張ベイタウンにおける住宅用地や

県内各地の商業・工業用地などを約７０の事業所に貸し付け、地域経済の発展に貢献して

います。

１１
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Ⅳ　事業の概要

幕張新都心全景

千葉ニュータウン中央駅周辺

柏の葉キャンパス駅周辺

幕張の浜・幕張海浜公園・ZOZOマリン
スタジアムをはじめ、幕張メッセ等の

国際的な業務機能、本社機能、研究

開発機能が集積する業務研究地区

及びホテル・商業施設が立地するタウン

センター地区。

北総線で都心へ直結し、日本橋まで

約４０分。「住む」「働く」「学ぶ」「憩う」

など、各種機能の複合した総合的な

都市として発展。

マンション・商業・サービス施設や東京

大学・千葉大学などの学術研究機能の

集積が進んでいます。つくばエクスプレ

スで 秋葉原から３０分。
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